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I
維
新
期
の
人
口
調
査
と
そ
の
一
例
，

速

融

一、
維
新
期
に
お
け
る
人
口
調
査
：

ニ
、
和
歌
山
藩
に
お
け
る
人
ロ
調
査(

以
上
闽
十
七
浥
十
ニ
號

)

三
、
籾
伊
國
牟
旗
郡
馬
鷲
組
槪
觀

四
、
蓀
末
維
漸
期
尾
鷲
組
人
口
統
計
資
料
の
考
察 

五(

結

言

.

:

三
、
紀
伊
國
牟
奥
郡
尾
驚
組
槪
觀
 

•

:

紀
伊
國
牟
婁
郡_
麗
組
は
，
現
在
の
三
重
縣
尾
騰
市
內
に
含
ま
れ
る
管
下
ナ 

四
力
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
巾心
と
な
る
庳
餾
は
、
德
川
時
代
に
は
巾
井
、

南
、
称
、
堀
北
の
四
力
浦
、
及
び
野
地
村
の
五
力
村
か
ら
成
り
、
こ
の
他
早
田
、
 

九
木
、
行
鮮
、
大
曾
根
、
天
滿
、
水
地
、
.
須
贺
利
の
七
力
浦
と
、
向
井
、
矢^. 

ニ
力
村
が
あ
る
。
浦
方
と
村
方
の.匦
別
は
旣
に
述
べ
た
如

(

く
、
激
業
を
許
さ
れ 

る
.か
否
か
に
ょ
っ
て
居
り
、
從
っ
て
實
際
に
漁
村
で
あ
る
か
農
村
で
あ
る
か
の 

戚
別
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
尾
驚
組
十
四
力
村
の
內
十
一
力
村
が
浦
方
で 

あ
っ
た
事
は
、
こ.の
地
の
位
骰
す
る
と
こ
ろ
を
物
語
っ
て
い
る
。

(

骷)

拙

稿

「

近
世
に
お
け
る
漁
村
の
移
住
と
漁
場
の
利
用
、
支
配
の
關
係

宗
門
改
帳
よ
り
壬
申
戶
籍
へ㈡
' 

、

.

に
つ
い
て」

(

三
田
學
會
雜
誌
四
十
六
卷
七
號
所
收)

參
照
。

さ
て
末
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
ん
と
す
る
の
は
、
以
上
の
_
耀
組
す
べ
て
で 

は
な
い
。
中
心
と
な
る
尾
髖
五
力
村
は
、
.第
一
表
に
示
す
如
く
相
當
大
な
る
人 

ロ
を
有
し
て
居
り
、
そ
の
資
料
は
鹿
犬
で
あ
り
、
且
つ
缺
損
が
甚
し
い
か
ら
で 

あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
後
の
關
係
か
ら
、
綿
密
に
行
え
ば
復
原
も
可
能
で
あ
る
が 

こ
れ
ら
は
後
日
に
讓
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
そ
の
周
邊
の
、
早
闺
、
行
野
、
 

大
曾
根
の
三
力浦
と
、

.

向
井
村
の
四
力
村
の
資
料
に
つ
き
考
察
を
行
い
た
い
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
ー
應
全
村
の
戶
ロ
數
を
表
示
し
て
置
こ
ぅ
。
明
治
H
年
の
數 

字
は
、
同
年
四
月
に
行
わ
れ
た
宗
門
改
帳
系
統
に
馬
す
る
最
後
の
戸
口
調
^
に 

よ
る
も
の
で
あ
り
、
五
年
の
數
字
は
同
年
の
壬
申
戶
籍
に
よ
る
。
前
者
は
各
村 

の
宗
門
帳
来
尾
の
記
載
か
ら
、
後
者
は
戶
長
に
、お
け
る
總
計

「

度
會
縣
管
轄
第 

七
區
小
三
筲
戶
籍
總
計

」

か
ら
求
め
.た
。

さ
て
こ
の
四
.力
村
.の
樣
子
を
最
も
手
近
か
に
知
り
得
る
の
は
、
明
治
ニ
年
の 

尾
！
！

組
村
々
明
I
變
に
よ
る
の
が
簡
便
で
あ
ろ
ぅ
。
適
览
拔
書
き
を
し
て
み
れ 

ば
次
の
如
く
で.あ
る
。

m
七

(

六
九
七)
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1

浦浦浦浦讨碎浦浦浦村浦浦浦浦

井地北滿地

賀 利

早九行大向矢林南中野堀天水須

言I合

早
田
浦
、

「

早
田
浦
之
儀
ハ
年
中
漁
業
仕
、
漁
間
二
漪
薪
木
伐
出
し
廻
船
へ
寶 

申
候
、
■廻
船
も
折
々
汐
懸.
-一
入
律
仕
候
付
宿
ヲ
も
仕
渡il
l：
仕
候」

行
野
浦
、

「

行
野
浦
之
儀
ハ
漁
業
仕
、
漁
間
一
一
ハ
薪
等
伐
出
し
い
さ
は
船
へ
賢
、
 

又
は
尾
濺
ベ
積
出
し
日
々
其
日
浚
ニ
 

l

i

 

大
曾
根
浦
、—1
大
曾
根
浦
之
藤
ハ
年
中
漁
業
仕
、
漁
間
ニ
ハ
薪
木
等
伐
出
し
い 

さ
は
船
へ
M
り
申
候
、
田
方
耕
作
少
々
仕
候

」

向
井
村
、I

村
之
燐
ハII
I

畑
耕
作
之
間
一
一
ハ
薪
等
伐
出
し
、
又
ハ
荷
物
稼 

等
渡
世
仕
候」

(

註)

德
川
林
政
史
矾
究
所
所
藏

「

塔
赞
組
大
差
出
帳」

以
上
の
記
載
の
み.を
段
っ
て
し
て
は
斷
定
し
難
い
が
、
早
®
、
行
野
の
兩
浦 

は
純
漁
村
に
近
く
、
大
曾
根
浦
は
半
農
半
漁
村
的
で
あ
り
、
向
井
村
は
農
村
と 

ご
く
大
摑
み
に
言
ぅ
事
が
で
き
ょ
ぅ
。
こ
れ
を
第
四
節
の
第

SI

表
に
示
し
た
各 

村
の
職
業
別
構
成
表
と
比
較
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
こ
の
樣
な
そ 

れ
ぞ
れ
の
村
落
の
規
定
は‘、
人
口
の
上
に
興
味
深
い
關
係
を
示
し
て
い
る
。
第 

一
表
に
示
し
た
樣
に
、
ど
の
數
字
を
信
ず
る
限
り
明
治
三
年
の
戶
ロ
數
と
五
年 

の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
村
に
ょ
っ
て
は
近
々
ー
兩
年
の
诌
然
的
な
、
或
い
は
通 

例
の
社
會
的
な
理
由
を
も
っ
て
し
て
は
說
明
し
切
れ
な
い
様
な
變
化
を
見
せ
て 

い
る
。
大
曾
根
浦
及
び
向
井
村
は
著
し
い
減
少
を
見
せ
、
早
闽
、
行
臌
兩
浦
は 

本
稿
の
考
察
の
範
圍
に
は
馬
さ
な
い
が
、
純
漁
村
と
み
ら
れ
る
九
木
、
須
贺
利 

の
雨
浦
と
共
に
人
口
の
上
で
そ
れ
程
の
變
化
を
示
さ
ず
、
逆
に
增
加
さ
え
示
し 

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
機
な
差
違
が
何
故
に
生
じ
て
来
た
か
、
次
節
に
お
い 

て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

M
、

幕
末
維
新
期
恩
邀
組
人
ロ
統
訃
资
料
の
考
察.

こ
の
特
期
.に
お
け
る
人
口
統
計
の
資
料
を
最
も
多
種
に
殘
す
の
は
早
田
浦
で 

あ
る
。
こ
れ
は
何
も
同
浦
の
み
が
こ
の
種
の
調
蜜
が
繰
り
返
さ
れ
た
事
を
意
味 

す
る
の
で
は
な
く
、
資
料
の
殘
存
狀
態
が
然
ら
し
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ 

る
。
卽
ぢ
0
:明
治
ニ
年
§1月
の「

巳
年
惣
人
數
宗
門
直
改
帳

」

、2
三
年
ー
月
.の 

「

午
惣
人
數
相
調
べ
書
上
帳

」

、闫
三
年
六
月
の「

戶
ロ
籍
御
達
帳」

、
H
三
年
八 

月

の「

午
歲
戶
ロ
帳」

、
㈤II

年
ニ
月
の「

戸
口
籍
御
達
帳」

、g

五
年
の■「

早
田 

浦
戶
籍」

で
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
壬_
戶
籍
に
.相
當
す
る
。
'
們
村
で
に
こ
れ
ら
の 

.内
の
：

r

㈤
を
缺
い
て
い
る
が㈠
、2

、

㈣
、
㈥
は
い
ず
れ
め
村
も
殘
し
て
い 

る
。
駆
す
る
に
こ
の
數
年
間
に
如
何
に
戸
籍
調
齑
が
•頻
繁
に
行
わ
れ
た
か
を
物 

語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
各
戶
毎
の
調
赍
で
あ
る
が
、
單
に
村 

全
體
の
戶
ロ
數
を
示
し
た
も
の
は
、
こ
め
他
に
、
明
治
ニ
、
四
年
の
書
.

及 

び
ニ
年
の
村
明
細
帳
が
あ
る。

' 

•

.

.

(

註)

こ
の
資
f4
に

つ
い
て
は
拙
稿「

近
'

-l
i
tに
お
け
る

一
漁
村
の

人
卩
動
態

——

紀
伊
國
牟
雄
郡
須
賀
利
浦
|

」
(

ー
ー
ー
田
學
會
雜
誌
四
十
六
卷
十
二
號
所

收)

參
照
。

さ
て
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
資
料
に
つ
い
て
見
ょ
ぅ
。
H
の「

巳
年
想
人 

數
宗
門
直
改
帳」

は
、全
く
從
來
の
宗
門
改
帳
の
形
式
に
ょ
つ

た

で

あ

る

が 

前
年
の
も
の
と
次
の
諸
點
に
お
い
て
相
違
點
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、

.今
迄
の
宗
門
改
帳
が
八
歲
以
上
の
も
の
の
み
を
記
し
て
い
た
の
に
反
し
、
 

以
上
の
者
を
記
載
す
る
樣
に
な
つ
た
點
。
第
二
に
、
.各
戸
の
職
業
穂
顚
名
を
記 

し
て
い
る
事
。
第
三
は
、
出稼
又
は
行
方
不
明
の
不
在
者
は
そ
の
旨記
載
し
て

宗
門
.改
舰
よ
り
壬
^
戸

籍

へ

(4

V
る
事
。
第

匹

は
■#
戶
Bf
に
身
分
上
の
本
役•
平
役
.
無
役
の
記
載
を
し
て 

い
る
事
。
第
五
に
、
從
來
は
身
分
上
の
理
由
か
ら
別
格
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
地 

士
袼
を
有
す
る#
が
共
に
同
じ
宗
門
帳
に
記
さ
れ
る
揉
に
な
っ
た
點
で
あ
る
。 

從
っ
て
各
村
と
も
帳
簿
上
の
人
口.は
增
加
し
て
い
る
。
第
一
及
び
第
四
の
理
由 

は
、
從
來
除
外
さ
れ
て
い
た
村̂

®
住
若
の
數
を
明
確
に
し
、
.第
三
の
不
在
者 

の
記
載
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
事
によ，っ
て
、
贫
際
の
村
落
居
住
者
の
數
を 

知
る
可
能
性
を
興
え
る
。
尤
も
こ
の
場
合
、
他
村
か
ら
の
入
稼
人
口
が
不
明
で 

あ
.る
限
り
、
そ
の
意
義
は
薄
く
な
る
が
、
少
く
と
も
そ
の
村
か
ら
の
出
稼
人
口 

及
び
出
奔
等
の
理
由
に
よ
る
不
在
人
口
を
明
ら
か
に
す
る
點
で
重
要
で
あ
る
。
 

又
、.第
二
の
點
は
、
從
來
こ
の
種
の
調
査
が
な
さ
れ
て
居
ら
ず
、
.職
業
別
構
成 

が
不
明
で
あ
る
た
め
、
と
か
く
不
便
を
生
じ
勝
ち
で
あ
っ
た
硏
究
の
上
に
有
效 

な
役
割
を
果
し
得
る
。
要
す
る
に
こ
の
調
齑
は
形
式
の
上
で
は
從
來
の
宗
門
改 

の
方
法
に
よ
り
っ
っ
も
、̂
次
實
際
に
近
い
.4
の
へ
と
移
行
す
る
第
一
涉
を
踏 

み
出
し
た
も
の
と
言
え
よ
ぅ
。

(

註)

和
歌
山
藩
に
お
け
る
宗
門
改
に
っ
い
て
は
本
稿
の
㈠

(

本
誌
四
十
七

卷
十
一
一
號
所
.收)

、
及
び
關
山
直
太
郎「

和
歌
山
藩
の
人
口
調
莶
と
人
口
狀
態

——

特
に
幕
末
紀
北
に
お
け
る
動
態
人
口
に
っ
い
て
I

」
(

和

歌

山

大

學

紀

州
經
濟
史
文
化
史
硏
究
所
硏
究
叢
書
第
二
輯
所
■收)

參
照
。

㈡
'の「

午
想
人
數
相
調
べ
書
上
帳

」

は
前
年
の
㈠
と

調

査

樣

式

を

全

く

一

.
に 

す
る
。
こ
如
年
は
、.和
歌
山
藩
に
お
い
.て
宗
門
改
の
行
わ
れ
る
子
午
の
年
に
相 

常
し
て
居
り
、
こ
の
資
料
の
残
る.の
は
當
然
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

㈢
の「

戶
ロ
_

»
}1
き
は
第
二
節
に
お
い
，て
示
し
た
和
歌
山
藩
の
法
制
史 

料
に
よ
る
人
口
調
奔
の
第
二
の
例
に
對
膘
す
る
も
，の
で
あ
る
。
こ
の
調

^
は
、
そ

丨

.
 

四
九

.

(

六
九
九)



一一田
學

會
雜
誌
第
四
十
八
卷
.
M第
九
號

五
〇

(

七
〇
0)

れ
ま
で
の
宗
門
改
の
機
式
と
は
全
然
異
る
新
し
い
機
式
に
よ
っ
て
い
る
。
從
っ 

て
調
蜜
に
日
數
を
要
し
て
い
る
事
は
旣
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
备
戶
別
に
一 

枚
の
用
紙
へ
戶
籍
、
所
有
す
る
土
地
、建
物
、船
舶
等
に
っ
い
て
の
記
載
を
し
、
 

職
業
も
記
し
て
い
る
か
ら
硏
究
者
に
と
っ
て
は
便
利
で
あ
る
。
下
に
記
載
の
實 

例
を
示
す
。
こ
の
用
紙
は
、
各
戶
に
よ
っ
て
記
載
の
異
る
部
分
を
除
い
て
は
木 

版
刷
り
の
も
の
を
用
い
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
す
べ
て
の
村
で
こ
の

55

紙
を 

用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
樣
の
書
式
，で
手
書
し
て
い
る
村
も
あ
る
。

從
來
と
異
る
點
は
、
宗
門
關
係
を
一
切
含
ま
な
い
こ
と
に
よ
り
、
宗
門
改
の 

形
式
を
全
く
脱
し
て
い
る
點
を
ま
ず
擧
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
又
ノ
單
に
戸
籍
の 

み
で
は
な
く
、
所
持
す
る
と
こ
ろ
の
田
畑
、
山
秫
、
家
、
屋
敷
、
更
に
は
船
さ 

え
も
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
調
资
が
戶
ロ
取
調
と
稱
し
な
が
ら
、
眾
に
戶
ロ 

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

一
親
の
資
產
調
蜜
を
も
目
的
と
し
た
も
の
と
言
え
る
。 

尤
も
こ
の
機
な
調
拖
は
和
歌
山
雜
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
全
然
行
わ
れ
な
か
っ
た 

わ
け
で
は
な
い
。
旣
に
尾
髖
組
大
庄
屋
文
書
を
通
じ
て
知
り
得
た
だ
け
で
も
、
 

賢
永
三
年(

一
七
0
六)

の「

加
子
米
古
未
進
人
別
書
上
帳

」
は
、
表
題
の
示 

す
加
子
米
の
未
進
高
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
•各
戸
別
の
所
持
高
、
船
等
に
っ
い 

て
#
き
上
げ
、
更
に
家
族
の
年
齡

(

八
才
以
下
も
含
む

)

、家
屋
の
狀
態
等
に
っ 

い
て
記
し
て
い
る
。
又
、
寬
政
才
一
年

(

一
七
九
九)

.の

.

「

村
中
人
別
並
持
高 

常
作
高
得
上
帳」

は
、
表
題
の
示
す
內
容
を
有
す
る
が
、
こ
の
場
合
の
人
別
は 

宗
門
改
の
場
合
と
異
り
、
八
歲
以
下
を
も
含
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は 

い
ず
れ
も
宗
門
改
と
は
無
關
係
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
前
後
の
宗
門
改
と 

比
較
檢
討
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
今
は
觸
れ
な
い
。
こ
の

f

先
例
を
有 

す
る
と
は
言
え
、
明
治
三
年
の
こ
の
調
密
は
、
和
歌
11
|
雜
に
お
け
る
人
ロ
調
跑 

が
、
從
來
の
宗
門
改
か
ら
全
く
脫
し
て
、
近
代
的
な
も
の
へ
移
っ
た
事
を
意
味

表 .

家田

一
#
組 

.

彌

職

藏午
三
十
七
歲

業

所大曾根浦 

持
家
査
軒

 

土

蔵

所

敷
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九
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ぎ
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第 2 表 各 村 戸 ロ 數 明 細 表

村 名 年 代
：
戶數

A
男 女

1 f ■ii iiwaawaaaa
P
許

明 治 2.4 52 123 104 227

pr m v?rf 3.1 52 122 106 228
平 出 M 3.8 飞1 118 116 228

5.2 • 51 116 107 223

明 治 2.4 33 98 95 193
3.1 34 96 94 190

行 野 浦 3.8 33 96 94 190
5.2 35 93 84 177

明 治 2.4 27 77 76 153
3.1 26 80 77 157

大 曾 根 浦 3.8 26 74 73 147
5.2 23 . 62 63 125

明 治 2.4 74 180 156 336

r/,1 イト .1-4. 3.1 74 179 153 332
inJ 升 tr 3.8 66； 158 141 299

5.2, 7 4  丨 163 136 299

年
間
に
一
割
乃
至
二
割
の
人
口
減
少
の
事
實
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
減
少
は
如 

•何
な
る
理
由
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
今
、
大
曾
根
浦
の
場
合
を
觅
に
詳
細 

に
み
る
と
、
そ
の
增
減
の
理
由
は
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。
理
由
不
明
に
ょ
る 

增
減
が
多
い
が
、
こ
の
內
男
女
合
計
ニ
十
九
人
は
他
村
へ
出
稼
か
、
或
い
は
行 

衞
不
明
の
#
で
、
こ
れ
ら
が
資
料
上
か
ら
姿
を
消
し
て
行
っ
て
い
る
寒
か
ら
、 

こ
の
櫧
に
大
ぎ
い
滅
少
の
數
字
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
少
く
も
こ 

の
ニ
十
九
人
に
っ
い
て
は
、
最
初
の
調
査
、
明
治
ニ
年
四
月
に
お
い
て
、
事
實

五

一

(

七
〇
一)

す
る
點
に
お
い
て
、
そ
の
最
初
の
試
み
とし
て
高
ぐ
評
傲
さ
る
ベ
き
も
の
と
考 

え
る
。

H
、
及
び
㈤
の
資
料
は
い
ず
れ
も㈢
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
こ
の
間
に
關
す 

る
限
り
調
赍
樣
式
上
の
變
化
は
な
い
。

㈥
の
い
わ
ゆ
る
壬
申
戸
籍
は
、.第
一
一
節
に
お
い
て
示
し
た
機
に
、
四
年
四
月 

の
太
政
官
布
带
に
菡
く
と
こ
ろ
の
全
國
同
一
の
樣
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
調
蜜 

で
あ
り
、
も
と
よ
り
こ
の
地
方
獨
特
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
斟
紙
に
書
か 

れ
た
純
粹
の
戶
籍
調
蜜
で
あ
り
、
闫で
示
さ
れ
た
機
な
資
產
豪
帳
的
な
面
は
全 

然
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
氏
祌
、
檀
那
寺
の
記
載
が
復
活
し
、
又
職
業
の 

記
載
、
不
茌
者
は
そ
の
理
凼
が
記
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
戸
籍
簿
で
あ
る
か 

ら
、
個
々
の
續
柄
は
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
事
は
當
然
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、.
こ
の
時
期
に
お
け
る

尾
！
！

地
方
の
人
口
調
査
資
料
は
、

X
、 

㈡
の
谣
宗
門
帳
系
統
の
も
の
と、

”
 

H、
㈤
の
過
跛
的
な
戶
口
調
避
書
と
、
 

㈥
の
壬
申
戸
籍
の
三
稱
類
に
分
け
ら
れ
る
事
が
判
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ 

ら
の
资
料
に
よ
っ
て
熬
定
さ
れ
た
個
々
の
村
の
人
口
は
、
旣
に
第
一
表
に
お
い 

て
示
し
た
如
く
、
決
し
て
こ
の
短
期
間
の
茴
然
的
な
或
い
は
社
會
的
な
增
滅
で 

は
説
明
し
得
ぬ
程
の
偏
藉
を
有
す
る
。
こ
の
間
の
關
係
を
、
取
り
上
げ
る
四
っ 

の
村
に
っ
い
て
よ
り
詳
細
に
表
示
し
て
み
よ
ぅ
。
第
二
表
は
各
年
の
資
料

、

㈠ 

㈡
、
H
、
㈥
の
實
際
の
記
載
よ
り
箅
定
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
第

一

表
と
比 

較
し
、
同
じ
史
料
で
あ
り
な
が
ら
常
時
の
總
計
數
と
の
間
に
相
違
を
見
出
す
の 

は
、
m
に
計
弊
上
の
誤
り
を
意
味
す
る
と
な
す
に
は
餘
り
に
犬
で
あ
る
。
こ
れ 

は
む
し
ろ
當
時
に
お
け
る
合
計
數
が
、
何
等
か
の
條
件
の
附
せ
ら
れ
た
合
計
數 

で
あ
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
第
二
表
は
、
早H
浦
を
除
く
他
の
三
力
村
が
、
資
料
上
、
こ
の
三
•

宗S ：

改
帳
よ
り
壬
申
戸
籍
へ㈢

.



第 4 表 職 業 別 構 成 表

ネ寸 名 辱 m 浦 行 野 m 大皙根滞 向 井 村

资 料 褪 類 ⑴ ⑵ ⑷ ⑶ ⑴ ⑵ ⑷ (6) ⑵ ⑷ (6) ⑴ ⑵ ⑷ (6)

欲 方 商 人 6 6 6 — __ __
— — _ 一 _ 二 - _

商 人 -- — —— 一 1 1 一 — — . — — — — ■

商 . 商問西姓渡lit — — — 2 — —— —— — — - —-
— — •—— 一-

商 商問漁渡lit —— — — 2 — — — — !— 一 _ -y —

商 商卯樵渡lit - — — —一— 1 —
! _ -

— — — ■-

商 热並材木渡in: — '—— — 1 —
— — — —

— 一
— — — — ■—

農 業 — 1 1 2 7 マ
-— — — 丨

| — 1 7 11 10 25

農 段間商波世 -- —一— 1 —
—

-- — —
1

— — -- ~ -

農 段間材木渡此 ■~ 一一 —— — — - 1 ■~一 J  _  
1 —— — — — —

農 農問漁渡世， • — 一 — • — —
— 1 — 1,— 6 — 一 _ --

農. 農間樵涟世 —— -- — — — — Y 4 — — - — 5 1 — 1

農 農問木挽渡世 — — — — 一 — — — * — — ■ 1 '- — 1

農 業 大 工 職 — 1 — — — — — — — — •— ■— ■ — —

作 閃 石 手 一 — —— — ■
— — — — - — 1 — — —

漁滎 雑業漁渡lit 44 42 42 40 21 23 23 14 20 21 25 16 — — — —

雜業 漁並樵渡世 —— ■— — — 一 — 5 — — — — — 一 — —

船乘 雜橥鉛乘私'？ —— 1 — 3 — — - — — 一 1 — 1 1 1 1

山稼 雜業樵渡世 — — — — —- _— — *9 ;_ — - — 42 48 51 42

木 挽 — — —— -— —— — — —— — — 1 2 2 —

杣 — — — — —— — -- — — _1 „
一- 3 1 —

大工 エ大工 1 — 1 — — — — —— - 1 1 1 1
エ- m 冶 一— — — — — - — — — - — 1

荷 持 — — — — 1 1 — — — —"
—

— — —

R m 稼 —— —— — — — — — —
)

-- 2 — —

出 稼 一 — — — 1 —— — —
1

1丨-- — 1 1 — 1

記 載 な し 1 1 1 4 X
」

.— 7 6:—
丨—

9
i 8

1

訃 52 52 51 51 33* 33 33 35 27 28 26| 23! 74j 74| 66
— ] 
74

»Anr»wran»,-» n« will ri naaa—  •

宗
門
改
帳
J;
り
壬
中
戶
籍
へ
㈡

主
が
明
ら
か
に
船
乘m
ま
な
ど
で 

鋳
へ
出
て
い
る
場
合
に
も
、
そ. 

の
家
の
職
業
は
漁
師
で
あ
っ
た
り 

又
山
稼
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
が 

多
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
免
も 

か
く
も
こ
の
記_
を
通
じ
て
、
我 

々
は
當
時
に
お
け
る
職
業
の
分
化 

の
ご
く
大
摑
み
な
傾
向
は
知
り
得 

る
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
大
體
こ
の
時
期
に
お 

け
る
數
種
の
人
口
統
計
資
料
の
記 

載
上
の
差
興
を
檢
討
し
た
。
そ
の 

差
興
が
決
し
て
無
視
し
得
ぬ
も
の 

で
あ
る
事
は
、
我
々
が
事
實
を
知 

る
上
に
一
つ
の
瞥
街
を
與
え
る
の 

で
あ
る
。
卽
ち
、
德
川
時
代
的
な 

調
赍
の
結
果
得
ら
れ
た
數
字
は
、
 

明
治
に
入
っ
て
の
新
し
い
方
式
に 

よ
る
調
迤
の
結
果
に
比
し
て
、
以 

上
見
た
如
く
、
，
か
な
り
事
實
か
ら 

遠
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
又
、
 

明
治
初
年
に
お
け
る
そ
れ
も
、
絕 

對
的
に
正
確
で
あ
る
と
言
ぅ
保
證 

は
な
い
。
村
政
を
擔
當
す
る
村
役

五

三

(

七
0
三)

第
九
號

上
こ
の
村
に
居
住
せ
ず
、
そ
れ* 

が

三

年

八

月

の

戶

口

帳

、
：
及
び 

五
.年
ニ
月
の
壬
_
戶

籍

に

ぉ

-
い 

て
歌
次
資
料
か
ら
脱
落
し
て
行 

つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ 

.れ
ら
の
出
稼
人
や
、
行
衞
不
明 

の
者
す
べ
て
が
脱
落
し
た
の
で. 

は
な
い
。
こ
の
村
の
場
合
、
壬 

申
戶
籍
で
は
少
く
も
一
人
が 

S

永
ニ
已
酒
年
三
月
出
弈
永 

馨」

と
記
載
さ
れ
な
が
ら
も
な 

お
戸
籍
上
に
名
を
と
ど
め
て
い 

.る
。
從
つ
て
、
戸
籍
上
に
殘
る 

か
殘
ら
な
い
か
に
っ
い
て
は
何 

等
か
の
基
準
が
あ
っ
た
も
の
と 

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い 

て
は
今
の
處
判
然
し
な
い
。
大 

曾
根
浦
以
外
の
村
々
に
っ
い
て 

も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
樣

な
事
が
！l
i
rl
え
る
。

.

從
っ
て
、
ご
く
大
ま
か
に
言 

え
ば
、
こ
の
年
間
に
お
け
る
人 

ロ
の
減
少
は
、
こ
れ
ら
の
實
際 

の
不
在
人
口
の
整
理
に
ょ
る
も

Jt：
—* .

(

七 0

 
ニ)

の
で
あ
り
、
こ
の.大
小
が
、
減
少
の
大
小
と
な
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
逆
に
增 

加
に
っ
い
て
言
え
ば
、
從
來
資
料
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
雜
か
ら
の 

入
稼
そ
の
他
の
理
曲
に
よ
る
實
罾
ヹ
の̂
^
居
^:
#

、

及

び

從

來

何

等

か

の

理 

®

で
帳
外
れ
と
な
つ
て
い
た
者
を
そ
の
村
の
戶
籍
に
新
た
に
っ
け
加
え
る
こ
と

. 

に
よ
り
增
加
を
見
る
の
で
あ
る
か
ら
、.自
然
的
社
會
的
增
減
以
外
に
、
.こ
の
婊 

な
調
查
基
準
の
變
化
に
よ
る
增
減
が
か
な
り
大
き
な
部
分
を
^
め
て
い
た
^
を 

認
め
得
る
の
で
あ
る
。
幕
未
に
凇
け
る
最
後
の
人
ロ
調
宽
と
明
治
初
年
の
そ
れ 

と
の
間
に
相
常
の
差
違
を
生
ず
る
の
も
當
然
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し 

個
々
の
村
に
っ
い
て
見
れ
ば
、
す
べ
て
の
村
に
お
い
て
增
加
が
み
ら
れ
た
と
は 

言
え
な
い
。
和
歌
出
藩
の
場
合
は
八
歲
以
下
の
算
入
如
何
に
よ
っ
て
人
口
數
に 

大
き
な
增
減
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
明
治
初
年
の
調
赉
が
豁
宋
の
そ
れ
に
比
し
て 

犬
な
る
人
ロ
數
を
示
し
て.い
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
、
有
籍
無
在
の
人
口
數
が 

多
い
村
で
は
、
同
じ
明
治
初
年
の
調
査
に
お
い
て
、
そ
の
算
定
如
何
に
よ
る
變 

化
が
大
き
い
の
で
あ
る
。-従
っ
て
、
尾
驚
組
の
四
力
村
に
っ
い
て
言
え
ば
、
大 

曾
根
浦
、
向
井
村
の
如
き
は
、
少
く
も
幕
来
に
お
い
て
相
當
の
離
村
考
-を
出
し 

て
い
た
貧
村
と
言
え
よ
ぅ
。
こ
れ
に
對
し
行
野
、
早
阳
の
兩
村
は
離
村
者
の
少 

い
と
こ
ろ
か
ら
前
記
の
一
一
村
と
對
照
さ
れ
る
。
要
す
る
に
宗
門
改
帳
と
壬
申
戶 

籍
と
を
比
較
す
る
事
に
よ
り
、
蒽
末
期
に
お
け
る
そ
の
村
の
狀
態
の
一
端
を
窺 

ぅ
事
を
得
る
の
で
あ
る
。

更
に
又
、
こ
の
年
間
の
い
ず
れ
の
資
料
に
も
お
載
さ
れ
'て
い
る
㈣
罾
の
記
載 

に
つ
い
て
も
、
同
機
に
決
し
て
同
一
の
基
準
に
よ
っ
た
.の
で
は
な
い
こ
と
は
、
 

第
阁
表
に
お
け
る
各
村
の
職
業
別
構
成
の
變
化
を
見
て
も
判
る
。
我
々
は
こ
れ 

ら
の
い
ず
れ
を
正
と
す
べ
き
か
に
っ
い
て
俄
に
態
度
を
定
め
得
な
い
。
こ
の
職 

業
の
記
載
は
、
恐
ら
く
は
戸
主
の
職
業
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
.戶
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人
に
と
っ
て
は
念
激
な
變
化
と
映
じ
た
で
あ
ろ
ぅ
明
治
の
諸
變
革
は
、
そ
れ
だ
.

 

け
に
法
令
の
意
閫
し
た
如
く
最
初
か
ら
圓
滑
な
運
用
は
望
め
な
か
っ
た
の
で
あ 

る
。
，壬
>申
戶
籍
に
お
い
て
、
從
來
の
有
名
無
實
の
村
民
を
削
り
、
除
外
人
ロ
を 

加
算
す
る
事
に
よ
り
戶
籍
の
正
確
化
を
圖
っ
た
事
は
、
確
か
に
意
味
の
あ
る
事 

で
あ
っ
た
。
.
し
か
し
成
立
し
た
も
の
は
決
し
て
完
全
で
な
か
っ
た
事
は
、.
な
お 

後
年
の
補
正
を
必
要
と
し
だ
事
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
尾
耀
組
の
場 

合
で
は
、
そ
の
正
確
性
を
量
り
得
る
他
の
素
材
を
有
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の 

初
疋
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
正
し
き
も
の
へ
■よ
り
一
步
近
付
い 

た
こ
と
は
言
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
ぅ
。

五
、
結

'
 

言

以
上
本
稿
に
お

い

て

は

、

主
と
し

て

維
新
期
に
お
け
る
人
口
の
調
査
そ
れ
自 

體
を
考
察
し
て
來
た
。
調
裔
の
結
果
得
ら
れ
た
も
の
を
基
礎
と
す
る
硏
究
は
、
 

特
に
村
落
禪
造
を
問
題
と
す
る
場
合
に
重
耍
な
分
野
を
_

成
す
る
の
で
あ
り
、

又
人
口
の
硏
究
の
上
に
も
當
然
生
か
さ
る
ベ
き
も
の
で
も
あ
る
が
、
す
べ
て
こ 

れ
ら
は
後
日
に
讓
る
事
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
夫
々
瘸
立
し
た
研
究
課
題
た
り
得
，
 

る
か
ら
で
あ
る
。

前
饰
ま
で
，に
考
察
し
て
來
た
と
こ
，P

か
ら
結
論
■を
.導

き

出

す

事

は
も
と
よ
り 

時
期
尙
早
.に
先
す
る
が
、
こ
こ
で
要
點
を
ま
と
め
る
事
に
よ
り
結
び
に
代
え
た

ぃ
。德

川
時
代
の
人
口
調
资
が
主
と
し
て
宗
門
改
の
形
式
で
行
わ
れ
た
事
は
、
.
こ 

の
調
夜
：が
人
口
そ
れ
南
體
の
調
赉
と
し
て
出
發
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
事
を
意 

味
す
る
。
尤
も
後
に
は
宗
門
改
よ
り
は
む
し
ろ
人
別
改
に
實
質
的
な
重
點
が
骰 

办
れ
、
本
來
は
別
の
理
曲
か
ら
珩
ゎ
れ
た
人
別
改
と
混
淆
し
て
來
る
場
合
も
生

五

四

(

七
〇
四)

. 

•

じ
た
事
は
旣
に
諸
先
學
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
和
歌
山 

藩
に
お
い
て
は
人
別
改
f

全
然
別
個
の
必
要
か
ら
行
わ
れ
た
事
は
旣
に
示
し
た 

如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、宗
門
改
が
八
歲
以
下
の
人
口
を
除
外
し
た
の
に
反
し
、
 

こ
の
方
は
全
人
ロ
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
常
時
行
わ
れ
な 

.か
っ
た
事
は
、
常
時
の
雜
當
局
に
お
い
て
、
全
人
ロ
の
常
時
的
な
算
定
が
不
必 

.
駆
で
あ
っ
た
事
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
和
歌
山
藩
に
お
け
る
人
口 

調
蜜
の
基
本
は
廢
離
1

則

に

至

る

造

宗

門

改

の

形

態

が

續

け

ら

れ

た

.0
そ
し
て 

作
ら
れ
る
宗
門
改
帳
は
、
種
々
な
る
除
外
人
口
を
含
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
の
み 

で
は
な
く
、
後
に
明
治
朝
年
の
別
個
の
方
式
に
よ
る
調
蜜
と
比
較
し
て
明
ら
か 

に
な
つ
た
櫧
に
そ
の
記
載
に
は
.か
な
り
の
*
賞
か
ら
の
背
馳
が
見
ら
れ
る
の
で 

.
あ
る
。
こ
の
事
は
、
德
川
時
代
の
資
料
の
統
計
的
處
理
に
對
す
る
一
っ
の
瞥
街 

と
な
る
の
で
あ
る
が
、.
こ
の
事
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
明
治
初
期
の
戸
籍
調 

查
に
っ
い
て
も

言
え
よ
ぅ
。
旣
に
見
た
如
く
、
壬
申
戶
籍
作
成
を
命
ぜ
ら
れ
た 

諸
村
役
人
の
困
惑
は
非
常
な
も
の
が
あ
っ
た
。
又
、
出
來
上
っ
た
戶
籍
簿
を
見 

.る
と
戶
長
役
場
に
お
け
る
書
き
直
し
や
疑
問
點
の
註
IB
罾
が
多
く
、
そ
の
作
成 

が
困
難
で
あ
.っ
た
事
を
衆
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
壬
申
;̂
_

へ
の
變
化
は
直
.

 

ち
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
全
國
的
に
行
わ
れ
た
か
否
か
は
暫
く
措
き
、
過
，
 

渡
的
な
、
短
命
で
は
あ
っ
た
が
從
來
の
方
式
と
は
異
る
戶
口
調
查
.が
行
わ
れ
て 

.
い
る
事
は
汝
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
資
料
と
し
て
は
、
純
然
た
る
戸
籍 

卜
簿
と
な
っ
た
壬
申
戸
籍
に
比
し
て
、
和
歌
山
藩
の
戶
ロ
帳
は
有
用
で
あ
る
揉
に 

■思
わ
れ
る
。

し
か
し
、.
な
お
幾
ら
か
の
不
備
を
藏
す
る
と
は
言
え
、
作
成
さ
れ
た
壬
申
ー
户 

籍
は
、
德
川
時
代
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
戸
籍
簿
と
し
て
の
正
確
さ
に
っ
い 

て
は
遙
か
に
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
の
行
っ
た
重
要
な
事
業
の
一

つ
に
は
十
分
^

す
る
も
の
と
考
え
る
。
從
つV

、

宗

門

_

と

比

較

す

る

事

に

ょ 

り
、
そ
の
%

減
を
通
じ
て
夫
々
の
村
の
猫
末
■
に
ょ
る
盛
衰
の
一
面
を
窺
ぅ
事 

が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
今
後
更
に
多
く
利 

用
さ
れ
發
掘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

宗
|'
1
改
帳
ょ
り
壬
_
戶

籍

へ
㈡


